
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

秋原 篠(アキハラ シノ)

オルクス
エグザイル

UGNエージェントA

19歳

感染

天涯孤独

加虐

古強者

UGNエージェント

男性

37

好敵手

2
2
1
3

1
0
0
0

0
0
0
0

3
2
1
3

27
5
5
10
20

7 1
1 2

UGN 3

鬼切りの古太刀 白兵 3r+7 +3 +10 秋原 篠以外装備・使用不可。

0 0

遺産継承者:鬼切りの古太刀
秋原 怜
理解者

懐旧
尊敬

劣等感
劣等感

情報収集チーム
コネ:UGN幹部
コネ:ハッカー
ウェポンケース

10 5

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト:エグザイル

ヒュドラの怒り

縮地

バックスタブ

オールレンジ

テレキネシス

異能の指先

★

0

2

4

5

5

5

1

1

-

1d10

2

4

2

-

2

-

3

オート

気絶時

メジャー

セットアップ

オート

常時

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

-

至近

至近

至近

武器

視界

至近

シーン

自身

-

自身

自身

自身

-

効果参照

単体

自動

自動

-

自動

自動

自動

対決

自動

自動

-

↓100

-

100↑

-

リミット

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

クリティカル値-Lv(下限値7)

長文につきEA P70参照。

EA P98。1シナリオLv回まで。長文につきEA P98参照。

EA P102。侵蝕率基本値+4。《縮地》使用したメインプロセスの間、白兵攻撃力+[Lv×5]

EA P66。組み合わせた判定ダイス+Lv

EA P103。

EA P71。

使用サプリ:上級,EA,UG,LM
クリアシナリオ:Perfectly Stillness,Stampede Rhapsody,スニーキングミッション!!

日本支部に所属するUGNエージェント。

父と母、姉と兄という家族構成の元10歳までは一般家庭で暮らしていた。
しかし、同時期にFHのテロが発生。
一人外出していた時に飲料に混入されたαトランスというレネゲイド活性剤を飲んでしまい、レネゲイドウィルスを強制発症する。
周囲の人々が次々と死んだりジャームとなって生者も死者も無差別に襲う中、自身はオーヴァードとして覚醒。
どういう巡り合わせなのか、近くに転がってきた鬼切りの古太刀と契約を結び応戦した。おそらく他の犠牲者の持ち物だったのだろう。
駆け付けたUGNに保護されレネゲイドウィルス等の説明を受けた後、ひとまずはとUGNへの所属を受け入れる。
その結果、秋原 篠は表向きには「テロに巻き込まれて行方不明。生存は絶望的」という処理となった。

オルクスシンドロームで埋め込んだ因子により、様々な物を自在に操ることができる。
エグザイルシンドロームの補助も加えてより正確に、柔軟に操作が可能。自分の体のように思うがままだろう。
元々パワー特化していない彼が太刀を軽々と扱うことができるのも、上記シンドロームの効果によるもの。
彼の主な担当任務は潜入捜査や討伐任務。異能の指先による情報収集は正確であり、道中襲撃されてもある程度自力での対応が可能。
UGNとしての従事歴は約9年ありそれに見合う戦力は期待できるかもしれないが、強力なエフェクトを使用したり敵の衝動にあてられると鬼切りの古太刀が持つ
ジャームへの嫌悪感に呑まれてしまう事も少なくない。まだまだ課題点が多く、研鑽を積む必要がある。

コンボ詳細
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